
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.245
2013 夏号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
＊地域福祉活動計画の策定に向けて･･･2
＊群馬県福祉サービス運営適正化委員会･･･3
＊平成24年度事業報告・決算概要･･･4〜5
＊ボランティア情報･･･6〜7
＊素敵な笑顔･･･8
＊あなたのお仕事探しを効率的に！求職者マイページ･･･8
＊県社協からのご案内･･･8

特別養護老人ホーム　しみずの里
松島　有紀さん

（関連記事は８ページに掲載）
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　平成25年３月末現在、本県における地域福祉計画策定済市町村数は14箇所、地域福祉活動計画策定済市町村社協数は16
箇所です。前掲の14箇所については、策定プロセスを共有しながら両計画を一体的に策定しています。

　地域福祉計画は、平成12年６月に成立した社会福祉法第３条の福祉サービスの基本的理念を実現するために、第４条の
地域福祉の推進を図るものであり、その具体的な手段の１つとして地域福祉計画が位置づけられています。

　法的な位置づけはありませんが、地域福祉活動計画の歴史的変遷を
確認すると、社協の創生期や社会福祉協議会基本要項まで見て取れま
す。全社協では、地域の福祉課題の明確化、住民の福祉活動の推進、
公民の社会福祉関係者の連絡調整、福祉活動や福祉サービスの企画・
実施を踏まえ、地域の福祉を計画化する必要性から、昭和59年に計画
理論の統一的理解を図るために「地域福祉計画－理論と方法」を取り
まとめました。
　その後、平成２年の社会福祉関係八法の改正等の影響もあり、平成
４年には、新・社会福祉協議会基本要項の策定、さらに地域福祉活動
計画策定指針を策定し、社協が中心となって策定する計画を地域福祉
活動計画として整理し現在に至っています。

　新たな策定及び計画実施期間の到来などにより更新する場合は、次
の課題等を整理しつつ進める必要があります。
　１．新規策定に向けて
　　 　計画策定には、住民参加による策定フロセスを重視することか

ら、その策定手法を理解し住民と共に策定する仕組みを整えてい
くことが重要です。また、策定にあたり当該市町村・関係機関団
体等、多くの関係者の参画が必要となります。

　２．進行管理と評価・検証
　　 　計画の評価については、具体的な評価方法が確立されてはいませ

んが、計画目標とされたニーズがどの程度充足し実現したか、また、
住民の理解がどの程度進んだか、関係機関団体との連携・役割分担、
活動の財源確保など、総合的に評価していく必要があります。

　地域福祉を推進するために、市町村が策定する行政計画を「地域福祉計画」といい、社協が中心となり策定する民間の
活動行動計画を「地域福祉活動計画」といいます。両計画は共に「住民参加」を基本としていることから、計画策定のプ
ロセスや計画に盛り込む内容を共有し、役割を明確にしながら策定することが望まれます。
　今回は、両計画の基本的な視点について確認します。

地域福祉活動計画の策定に向けて

● 計画策定の現状

● 地域福祉計画の位置づけ

● 地域福祉活動計画の位置づけ

● 計画策定の課題

平成25年３月末までに策定された太田市・大泉町の計画

平成25年３月末までに策定された榛東村・片品村の計画
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■苦情相談・申出人の属性

利用者 家族 代理人 職　員 その他 合　計

苦　情 相　談
問合せ 苦　情 相　談

問合せ 苦　情 相　談
問合せ 苦　情 相　談

問合せ 苦　情 相　談
問合せ 苦　情 相　談

問合せ

高齢者 2 2 10 5 0 0 3 6 2 0 17 13

障害者 2 4 3 2 0 0 0 4 0 0 5 10

児　童 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 2 2

その他 1 3 0 0 0 0 0 3 1 1 2 7

合　計 5 9 14 8 0 0 4 14 3 1 26 32

　

平
成
24
年
度
に
委
員
会
に
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
は
26
件
で
、
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

苦
情
を
種
別
で
み
る
と
、
高
齢
者

が
17
件
で
も
っ
と
も
多
く
全
体
の

65
・
４
％
、
次
い
で
障
害
者
が
４
件
、

15
・
４
％
、
児
童
２
件
、
７
・
７
%
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
苦
情
内
容
は
、「
職
員
の
接
遇
」

と
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
」
で
、
全

体
の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

申
出
人
の
属
性
と
し
て
は
、
家
族

か
ら
の
苦
情
が
14
人
で
最
も
多
く
、

次
い
で
利
用
者
本
人
の
５
人
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
26
件
の
申
し
出
の
う
ち
、

17
人
が
匿
名
に
よ
る
も
の
で
す
。
利

用
者
と
事
業
所
と
は
ま
だ
ま
だ
対
等

に
な
っ
て
な
い
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

委
員
会
の
対
応
と
し
て
は
、
相

談
・
助
言
が
13
件
、
紹
介
・
伝
達
が

９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
以
外
に
も
相
談
（
苦

情
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
ケ
ー
ス
等
）

に
つ
い
て
は
、
32
件
受
け
付
け
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
別
・
申
出
人
の

内
訳
は
以
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

■苦情先

施　設　種　類 件数

高齢者

特別養護老人ホーム 4

グループホーム 2

デイサービスセンター 2

高齢者専用賃貸住宅 2

有料老人ホーム 2

ショートステイ 1

ケアハウス 1

介護老人保健施設 1

居宅介護支援事業所 1

老人センター 1

小　計 17件

施　設　種　類 件数

障害者

地域活動支援センター 1

精神科デイケア 1

障害者支援施設 1

居宅介護支援事業所 1

小　計 4件

施　設　種　類 件数

児　童
保育所 2

小　計 2件

施　設　種　類 件数

その他

行　政 1

救護施設 1

不　明 1

小　計 3件

計 26件

■苦情内容

職員の接遇
53.8％

その他
23.1％

サービスの
質や量
23.1％

群
馬
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

　
　
　

 

～
平
成
24
年
度　

苦
情
相
談
受
付
状
況
～
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● 

主
な
実
施
事
業 
●

①
市
町
村
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
策
定
支
援　

35
回

・
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
策
定
研
修
会
の
開
催　

62 

参
加

②
住
民
支
え
合
い
課
題
解
決
事
業　

２
社
協
指
定

③
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
事
業　

３
社
協
指
定

④
市
町
村
社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催　

147
名
参
加

⑤
社
会
福
祉
法
人
新
会
計
基
準
へ
の

円
滑
な
移
行
支
援
の
た
め
市
町
村

社
協
を
対
象
に
２
回
研
修
会
を
開

催
⑥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

推
進

・
サ
ロ
ン
設
置
状
況
調
査
の
実
施

　

活
動
数　

１
，
９
８
６
カ
所

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推

進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

中
部
・
西
部
・
東
部
・
利
根
沼

田
・
吾
妻
ブ
ロ
ッ
ク　

計
１
，
３

０
６
名
参
加

⑦
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

⑧
保
護
児
童
・
交
通
遺
児
へ
の
就
学

援
助
金
の
給
付

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
運
営

　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
活
動
機
材
貸
出

事
業

③
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担

当
職
員
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

24
名
参
加

④
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
の
推
進

⑤
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
２
の
開
催　

847
名
参
加

⑥
福
祉
教
育(

学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
普
及
事
業
）

・
社
会
福
祉
協
力
校
15
校
指
定

・
地
域
指
定
福
祉
協
力
校
モ
デ
ル
事

業　

３
地
区
指
定

・
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　
　

86
名
参
加

・
福
祉
教
育
実
践
研
究
会
の
開
催　

４
回
開
催

・「
防
災
と
福
祉
教
育
実
践
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
の
作
成
・
配
布

⑦
介
護
等
体
験
事
業

・
体
験
申
込
大
学
等
42
大
学
、
体
験

者
695
名
、
受
入
施
設　

230
施
設

①
県
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
訓
練
の
実
施

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
訓
練
（
机
上
訓
練
）
の
実
施

③
東
日
本
大
震
災
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
職

員
等
活
動
実
践
報
告
会
の
開
催　

39
名
参
加

④
災
害
避
難
所
運
営
研
修
会
の
開
催

　

68
名
参
加

⑤
災
害
支
援
セ
ミ
ナ
ー

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
研
修
・
初
級
編　

32
名

参
加
、
中
級
編　

22
名
参
加

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業　

貸
付

決
定　

１
，
１
８
８
件　

貸
付
決

定
額　

３
０
０
，
７
９
８
，
１
７

３
千
円

②
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
決
定
22
件　

貸
付
決
定
額　

１
，
２
６
３
千
円

③
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型

生
活
資
金
貸
付
事
業　

貸
付
決
定

10
件　

貸
付
決
定
額　

４
４
，
１

４
１
千
円

④
生
活
福
祉
資
金
総
合
支
援
資
金
面

談
を
通
じ
て
の
援
助
活
動　

延
べ

453
件

⑤
貸
付
事
業
等
の
債
権
管
理
の
強

化
・
償
還
指
導
の
実
施

⑥
生
活
福
祉
資
金
（
総
合
支
援
資
金
）

債
権
管
理
要
領
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定

⑦
生
活
福
祉
資
金
貸
付
審
査
等
運
営

委
員
会
の
開
催

①
認
知
症
高
齢
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
支
援
事
業
に
か
か
る
援
助
体

制
の
整
備

・
12
基
幹
社
協
に
一
部
委
託

・
利
用
契
約
締
結
数　

24
年
度
216
件

（
累
計
２
，
１
７
６
件
）

・
24
年
度
末
実
利
用
契
約
者
数
912
名

②
相
談
事
業
（
障
害
者
１
１
０
番
事

業
を
含
む
）
の
実
施

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会
本
会
議
の
開
催

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
部
会
の

開
催　

６
回

③
苦
情
相
談
の
受
付
件
数
58
件
（
苦

情
26
件
、
そ
の
他
32
件
）

④
巡
回
訪
問
の
実
施
延
べ
30
か
所

⑤
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催  

527
名
参
加

①
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
、
権

利
擁
護
の
推
進

・
障
害
者
１
１
０
番
事
業
の
実
施

　

相
談
件
数　

402
件

②
暴
力
や
虐
待
を
考
え
る
県
民
の
つ

ど
い
事
業

・
虐
待
（
障
害
者
・
高
齢
者
・
家
庭

に
潜
む
子
ど
も
の
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
）

防
止
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　

３
回　

487
名
参
加

③
心
配
ご
と
相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー

  

事
業　

相
談
件
数
45
件
、
巡
回　

研
修
11
回
開
催

①
群
馬
県
青
年
経
営
者
会
へ
の
支
援

②
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

支
援

③
「
障
害
福
祉
部
会
」
始
動
の
た
め

の
準
備
会
開
催　

２
回

④
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
推

進
⑤
法
人
・
施
設
経
営
指
導
の
実
施

平
成
24
年
度
事
業
報
告・決
算
概
要

　

本
会
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住

み
な
れ
た
家
庭
、地
域
で
、そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
」

の
実
現
の
た
め
、
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
社
協
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
関
係
社
会
福
祉
団
体
、
そ
し
て
県
と
の
連

携
の
下
で
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。

1

34

5

8

6

2

7

住
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動

の
活
性
化
推
進

福
祉
分
野
に
お
け
る
防
災
・

災
害
救
援
活
動
の
強
化

低
所
得
者
・
失
業
者
等
へ
の

生
活
支
援
の
強
化

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の

推
進

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
支
援

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る
地
域
活

動
の
推
進
、
福
祉
教
育
の
充
実

虐
待
や
悪
質
商
法
被
害
の
防

止
、
早
期
発
見
・
対
応
に
向

け
た
取
り
組
み
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⑥
新
会
計
基
準
に
関
す
る
研
修
会　

（
障
害
・
高
齢
・
保
育
別
）
の
開

催　

３
回
、
330
名
参
加

⑦
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
民
間
社

会
福
祉
施
設
等
職
員
共
済
事
業
の

実
施

　

435
法
人　

980
施
設
、
１
６
，
０
９

５
人
加
入

⑧
民
間
社
会
福
祉
施
設
等
関
係
者
海

外
研
修
事
業
の
実
施　

デ
ン
マ
ー

ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン　

18
名
参
加

①
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
の

実
施

・
新
規
求
人
数　

８
，
１
５
７
名

・
新
規
求
職
者
数　

３
，
８
２
６
名

・
紹
介
数
824
名
・
応
募
数
１
，
３
４

４
名　

就
職
数
466
名

・「
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」

の
発
行　

年
６
回

②
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能
強
化
事
業
の
実
施

　

施
設
・
事
業
所
・
養
成
校
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
へ
の
訪
問　

延
べ

362
件

　

採
用
件
数　

260
件

③
介
護
職
員
等
確
保
対
策
事
業
の
実

施

　

求
人
先
開
拓　

延
べ
61
件
、
求
職

者
開
拓　

延
べ
58
件
、
新
規
就
労

に
向
け
た
活
動　

延
べ
37
件

　

関
係
先
機
関
訪
問
・
協
議　

延
べ

65
件

④
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事

業
の
実
施

　

貸
付　

94
名　

貸
付
決
定
額　

１

４
１
，
３
９
０
千
円

⑤
福
祉
関
係
従
事
者
に
対
す
る
研
修

の
企
画
・
実
施　

直
営
研
修
コ
ー

ス
11
コ
ー
ス
、
延
べ
開
催
日
数　

101
日　

研
修
参
加
者　

延
べ　

３
，

７
１
６
名

⑥
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
の
実
施

　

受
験
者
数　

２
，
３
２
４
名

　

合
格
者
数　

460
名

⑦
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

　

97
法
人
・
204
事
業
所

　

加
入
職
員
数
３
，
４
２
１
名

①
広
報
紙
「
福
祉
ぐ
ん
ま
」
発
行　

年
４
回

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

①
県
社
協
組
織
検
討
委
員
会
の
開
催

②
社
会
福
祉
振
興
基
金
事
業
の
実
施

③
福
祉
バ
ス
「
愛
の
募
金
号
」
の
運

行

１ 一般会計資金収支計算書

２ 資産構成（総資産額9,550,267,105円）

■決算
収入　900,573,219円 支出　900,573,219円

会計別 科目別

人件費支出
200,010,267円
22%

事務費支出
7,292,182円
1%

事業費支出
188,294,877円
21%

助成金支出
21,577,859円
2%

経理区分間繰入金支出
49,476,038円
6%

投資有価証券取得支出
285,338,905円
32%

その他の支出
12,671,865円
1%

当期末支払資金残高
126,721,178円
14%

経常経費補助金収入
194,378,225円
22% 助成金収入

6,743,520円
1%

一般会計
1,662,556,647円
17%

介護福祉士等
修学資金特別会計
788,875,847円
8%

生活福祉資金特別会計※１
2,885,934,472円
30%

生活福祉資金貸付事務費特別会計
25,528,109円
1%

要保護世帯向け不動産担保型
生活資金特別会計
118,691,201円
1%

社会福祉施設整備資金
貸付事業特別会計
841,667,485円
9%

臨時特例
つなぎ資金特別会計※２
19,634,704円
1%

民間社会福祉施設等
職員共済事業特別会計
3,207,378,640円
33%

長期滞留債権※３
264,294,329円
2%

欠損補てん投資有価証券
34,974,450円
1%

※３　徴収不能引当金51,637,208円を減額してあります。

※１　徴収不能引当金51,463,188円を減額してあります。
※２　徴収不能引当金174,020円を減額してあります。

貸付事業貸付金
1,925,673,853円
20%

退職共済預け金
171,330,250円
2% 欠損補填積立金

183,774,722円
2%

その他
60,943,942円
1%

会計単位外長期貸付金
118,662,000円
1%

預貯金、有価証券
2,253,804,853円
23%

投資有価証券
4,416,019,635円
46%

未収金
96,272,343円
1%

建物、車両、器具・備品等
24,516,728円
1%

受託金収入
85,816,761円
10%

事業収入
69,018,776円
8%

共同募金配分金収入
6,024,000円
1%

受取利息配当金収入
16,560,718円
2%

会費収入
13,883,500円　1%

分担金収入
8,245,652円
1%

その他の収入
50,457,642円
5%

前期末支払資金残高
120,428,387円
13%

投資有価証券
売却収入
279,540,000円
31%

経理区分間繰入金収入
49,476,038円
5%

固定資産取得支出及び繰入支出
9,190,048円
1%

1011
広
報
活
動
の
充
実

そ
の
他
の
事
業

9
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
福

祉
人
材
の
確
保
へ
の
取
り
組

み
と
人
材
育
成
へ
の
貢
献



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
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　前橋市社会福祉協議会ボランティアセンターでは、ボランティアコーディネーションやボランティ

ア育成の他にも様々な事業を行っています。

　その中でも、「ボランティアサポートプログラム」は、知識や技術、経験、趣味を持ち、講師を務

めてくださるボランティアさんに、場所や広報、資材整備などで応援させていただく事業です。

　現在実施しているのは「子どもお天気教室」、「初心者パソコン教室」、「親子でクワガタ・カブトム

シ飼育講座」、「車椅子レクダンス体験学習」の４講座です。どの講座も毎回ご好評をいただき、抽選

の倍率が毎年10倍を超える講座もあります。

　この中で、最も長く講座を続けている「子どもお天気教室」では、日本気象協会で自然観測をし

てきた「お天気おじさん」から、専門的な知識をわかり

やすく学ぶことができると評判です。25年度もたくさん

の小学生からご応募をいただき、スタートしています。

　今後もこれらの講座を続けながら、新しい講座も作っ

ていきます。前橋市で知識や技術・経験・趣味をお持ち

の方の「やってみたい！」の声を、職員一同お待ちして

おります！

前橋市社会福祉協議会ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

　５月19日（日）、富岡市一ノ宮運動場および一ノ宮体育館、ほか市内各

地において富岡市総合防災訓練が行われました。

　富岡市では過去10年以上にわたり、市独自で毎年防災訓練を実施してお

り、富岡市社協も車いす体験等の実施を通して関わりを持ち続けてきました。

その後、平成18年に市社協として初めて災害ボランティアセンターの設置

運営訓練を実施し、県や県内企業

等の支援を受けて発足した県域災

害支援団体である「災害ボラン

ティアぐんま」をはじめ、関係機

関団体等と連携し内容や手順等の改良も行いながら今日に至っています。

　今回は、震度７の非常に強い地震により、家屋の倒壊、火災の発生、ラ

イフラインの途絶など甚大な被害が発生したという想定のもと、コープぐ

んまや市内のバイクボランティアによる支援物資輸送訓練等を実施し、市

社協としても万が一の場合に備えた取り組みが行われました。また、市全

体の訓練として、各地域における要援護者の安否確認も実施されました。

富岡市災害ボランティアセンター設置訓練 ～富岡市総合防災訓練より～

前橋市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒371-0017　前橋市日吉町二丁目17-10　

前橋市総合福祉会館内
TEL・FAX　027-232-3848

「子どもお天気教室」での子どもたちと
「お天気おじさん」の様子

災害ボランティアセンター設置運営訓練前
の打合せの様子

コープぐんまと市内バイクボランティアによ
る支援物資輸送訓練の様子
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　ぐんま暮らし応援会では、東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故よって、群馬県に避難している方々の生活

再建に向けた支援を行っています。

　具体的な活動内容としては、同郷の方同志の交流や避難生活における困りごと相談等を話せる場としての「集いの会」

の開催や、なかなか集いに出て来られない方のために、同じく避難生活をしている訪問支援員がご自宅にお伺いし、色々

な悩み等について一緒に考えています。

　活動内容の詳細や活動にご協力いただける場合は、下記までお気軽にお問い合わせください。

〒370-3521 群馬県高崎市棟高町954-8 
認定NPO法人じゃんけんぽん２階 
℡：027-333-1635　　メール：gunma.kurashi.ouenkai@gmail.com
Facebookページ「ぐんま暮らし応援会」で検索ください

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

渋
川
市
は
、
群
馬
県
の
中
央
に
位

置
し
、
本
校
は
こ
の
渋
川
市
の
北
端
、

子
持
地
区
に
あ
り
ま
す
。
学
校
周
辺

は
、
自
然
が
豊
か
で
農
地
も
多
く
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
の
生
産
が
盛
ん
で

す
。
児
童
は
素
直
で
明
る
く
、
素
朴

な
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
い

き
い
き
し
た
子
、
心
豊
か
な
子
、
た

く
ま
し
い
子
」
と
い
う
学
校
教
育
目

標
を
掲
げ
、
福
祉
教
育
で
は
、
他
人

の
気
持
ち
や
立
場
を
理
解
で
き
、
共

に
励
ま
し
あ
い
、
共
に
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
児
童
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

　
「
福
祉
タ
イ
ム
」
と
い
う
行
事
の
時

間
や
児
童
会
活
動
を
中
心
に
、
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

(

１)

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

校
舎
の
前
に
あ
る
花

壇
に
サ
ル
ビ
ア
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
等
を
植

え
、
育
て
ま
し
た
。
暑

い
中
、
植
え
付
け
た
り
、

草
を
む
し
っ
た
り
、
全

校
で
頑
張
り
ま
し
た
。

サ
ル
ビ
ア
の
苗
は
地
域

の
方
が
育
て
た
も
の
を

い
た
だ
き
、
一
緒
に
植

え
付
け
を
手
伝
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

(

２) 

お
年
寄
り
と
の
交

流

　

運
動
会
に
応
援
に
来

て
い
た
だ
こ
う
と
、
子

ど
も
た
ち
が
招
待
状
を

書
き
、
お
年
寄
り
を
招
待
し
ま
し
た
。

手
作
り
の
カ
ー
ド
を
作
り
、
当
日
に

言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
手
渡
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
・
４
年
生
と
地
元
自
治

会
の
お
年
寄
り
と
が
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
行
い
、
交
流
し
ま
し
た
。

(

３)

感
謝
の
手
紙

　

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

校
外
の
方
々
に
、
児
童
が
手
紙
を
書

き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

校
外
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
や

交
通
指
導
員
、
花
苗
を
い
た
だ
い
た

方
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち

で
手
紙
を
渡
す
人
を
考
え
、
自
主
的

に
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

(

４)

エ
コ
募
金

　

月
に
１
回
、
児
童
会
や
環
境
委
員

会
の
児
童
と
職
員
が
、
朝
、
募
金
活

動
や
ア
ル
ミ
缶
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の

回
収
を
行
い
ま
し
た
。

３
．
３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

３
カ
年
の
活
動
を
通
し
て
、
福
祉
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

お
年
寄
り
や
地
元
の
方
々
な
ど
、
普
段

接
す
る
機
会
の
少
な
い
人
と
話
を
し
た

り
、
手
紙
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
接
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
児
童

が
自
ら
考
え
、
進
ん
で
活
動
す
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
地
域
社
会
と
の
交
流
活
動
や
福

祉
体
験
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
力
校

渋
川
市
立
上
白
井
小
学
校

ぐ ん ま 暮 ら し 応 援 会

手作りのカードを手渡ししている様子
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特別養護老人ホーム　しみずの里　松島　有紀さん
　

桐
生
市
黒
保
根
町
の
豊
か
な
緑
に
囲

ま
れ
た
し
み
ず
の
里
で
働
く
松
島
有
紀

さ
ん
。
9
年
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
を
活
か

し
て
資
格
取
得
を
目
指
し
つ
つ
、
趣
味

の
音
楽
で
は
、
こ
れ
か
ら
フ
ル
ー
ト
に

挑
戦
す
る
と
こ
ろ
。

介
護
職
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

実
は
短
大
時
代
、
音
楽
の
先
生
を
目

指
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
教
職
免
許
を

取
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
介
護
実
習
で
、

初
め
て
し
み
ず
の
里
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
職
員
の
方
た
ち
が
明
る
く
、
や

さ
し
く
接
し
て
く
れ
た
雰
囲
気
が
気
に

入
り
、
こ
う
い
う
職
場
で
働
き
た
い
な
と

思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

ど
ん
な
仕
事
で
す
か
？

　

利
用
者
さ
ん
の
生
活
全
般
の
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。
日
常
生

活
で
の
お
世
話
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
面

の
ケ
ア
に
も
心
が
け
て
い
ま
す
。
お
話

を
聞
い
た
り
、
一
緒
に
散
歩
を
し
た
り
、

外
出
を
し
た
り
す
る
中
で
、
で
き
る
だ

け
利
用
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

仕
事
で
大
切
だ
な
と
思
う
こ
と
は
？

　
「
気
づ
き
」
が
最
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
が
今
ど
う
し

て
ほ
し
い
か
、
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
楽

に
な
る
か
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
な
こ
と
だ
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
笑
顔
で
い
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
利
用
者
さ
ん
は
こ
ち

ら
の
気
持
ち
に
と
て
も
敏
感
な
の
で
、

　
音
楽
が
好
き
と
い
う
松
島
さ
ん
、最
近
は
運
動
不
足
解
消
の
た
め
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
へ
行
き
、

は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。「
次
は
前
回
よ
り
も
上
へ
登
り
た
い
」
そ
の
向
上
心
が
仕

事
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
源
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。

笑
顔
で
い
る
こ
と
は
常
に
心
が
け
て
い

ま
す
ね
。
そ
の
方
が
お
互
い
に
楽
し
い

で
す
し
、
利
用
者
さ
ん
に
は
少
し
で
も

心
を
開
い
て
ほ
し
い
で
す
か
ら
ね
。

音
楽
が
好
き
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
？

　

音
楽
は
聴
く
の
も
演
奏
す
る
の
も
大

好
き
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ

を
習
っ
て
い
た
の
で
、
ホ
ー
ム
に
あ
る

電
子
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
、
利
用
者
さ
ん

た
ち
と
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

中
学
、
高
校
時
代
は
、
吹
奏
楽
部
で
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た
の
で
、
短

大
で
も
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
専
攻
し
て
い

ま
し
た
。
次
は
フ
ル
ー
ト
を
や
っ
て
み

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
フ
ル
ー
ト

を
吹
い
て
い
る
姿
っ
て
女
の
子
っ
ぽ
く

て
い
い
な
と
思
っ
て
。
と
に
か
く
い
ろ

ん
な
楽
器
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
！

 

最
後
に
、
福
祉
に
興
味
の
あ
る
方
に

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
初
は
自
分
の
仕
事
で
精
一
杯
で

「
大
変
」
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
で

す
が
、
た
く
さ
ん
人
と
接
し
て
、
経
験

を
重
ね
る
う
ち
に
、
自
分
の
視
野
は
ど

ん
ど
ん
広
が
り
、
自
然
と
周
り
も
見
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
き
っ
と
楽
し
く

な
っ
て
く
る
と
思
う
か
ら
、
そ
れ
ま
で

あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
あ
と
、
若
い
人
た
ち
に
も
ど
ん

ど
ん
入
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
！
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社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会

　〒371-8525（専用郵便番号）

　群馬県前橋市新前橋町13-12

　群馬県社会福祉総合センター内

　TEL　　027-255-6033(代表)

　FAX　　027-255-6173

　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/

　発行日　平成25年７月１日

　　「福祉のお仕事」ホームページに新機能「求職者マイページ」が追加されました。
　　毎日「福祉のお仕事」をチェックするのはむずかしい ･･･
　　「いいな」と思った求人をいくつか比べてから考えたい ･･･
　　今すぐ就職というわけではないけれど、情報はチェックしておきたい！　　　　　そんなあなたにおススメです

★「求職者マイページ」に登録すると、あなたの希望条件にあう求人票を毎日自動で検索します。
★検索結果は「求職者マイページ」からチェックでき、新着求人はメールでもお届けします。
★ 希望する地域の福祉人材センター・バンクが主催する就職フェアやセミナー等のお知らせもメールで

お届けします。

あなたのお仕事探しを効率的に！求職者マイページ

問い合わせ先
群馬県福祉マンパワーセンター
TEL027-255-6600

こちらをクリック

登録は「福祉のお仕事」トップページから！

群馬県社会福祉大会日程変更のご案内

群馬県社会福祉協議会正規職員の公募
平成25年11月25日（月）前橋市民文化会館に変更となりました

採 用 日　平成26年４月１日　　採 用 予 定　２名
資 格 要 件　 年齢29才まで（〜 S59.4.2 生）、大学卒、社会福祉士、普通自

動車免許（ＡＴ可）のすべてを満たす方
１次試験日　平成25年10月中旬（教養試験ほか）
　詳細は決まり次第（平成25年８月上旬）ＨＰにて案内します。
　電話によるお問い合わせはＨＰ掲載後とさせていただきます。


